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（１）今回の取り組みに至った背景
・「笑顔でつなげる幸せ」の実現を目的とした学級総合の 
　　開始にあたり、情報収集をする（R5.4） 
　

→生徒がやってみたいと思う７つのテーマに絞る 
　「子ども食堂グループ」がスタート
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（１）今回の取り組みに至った背景
・「笑顔でつなげる幸せ」の実現のため、自分たちもつな 
　　がりたい　何かひとつのことをしたい



（１）今回の取り組みに至った背景
・「子ども食堂グループ」からコラボレーションの呼びかけ



（２）実施内容の概要
R7.3.8 
附属松本中学校体育館にて開催



（２）実施内容の概要
開始前　生徒と保護者で撮影



（２）実施内容の概要
準備の様子 



（２）実施内容の概要



（２）実施内容の概要

花のキーホルダー作り 再生栽培コーナー 



（２）実施内容の概要

ミニ縁日 動物の飼い方を学べるゲーム 
コーナー 



（３）取り組みの成果



（３）取り組みの成果

保護者の方より　 

　お手伝いで参加した保護者です。朝、野菜を切る際に、切り方や数
量など分かりやすくプリントされていたので、迷わずに作業すること
ができました。生徒さんの工夫が感じられました。今回、調理作業を
手伝いましたが、子ども達や保護者のみなさんと一緒に作業すること
で、話をしたり、協力したり、知恵を出し合ったりする中で、新しい
繋がりができたと思います。初めて話した生徒さんや保護者も大勢い
て、知り合いになれたこと自体が貴重な機会でした。１日仕事で大変
ではありましたが、来てくれた方にも喜んで食べていただき、笑顔で
つながる幸せを感じた１日でした。



（３）取り組みの成果
Aさんの振り返り　「笑顔でつなげる幸せ」を実現する「ひと」とはど
のような存在だろうか。それは、相手のことを考え思いやりの気持ち
を持ち、行動できる人だと思う。相手を笑顔にするためには、まず相
手の立場を理解し、何が必要かを考えて、それを実行する力が求めら
れるのではないか。これは、私たちの学校の目標である「たくましく
心豊かな地球市民」にもつながる部分があると思った。「たくまし
さ」は、自ら考え行動する力であり、「心の豊かさ」は、他者への思
いやりや共感の気持ちだ。そして、「地球市民」としての視点を持つこ
とで、より広い社会に目を向け、地域や世界の人々とも「笑顔でつな
げる幸せ」を共有できるのではないだろうか。私たちは2年間の総合学
習を通して、その力を少しずつ積み上げてきた。そして、それを支える
「社会」とは、一人ひとりの思いやりや行動が循環し、笑顔がつなが
る環境がある社会なのではないか。



（４）今後の期待や展望

２度目の子ども食堂開催→「笑顔でつなげる幸せ」の実現へ 
子ども食堂を通じて「生き方」「社会のあり方」を見つめていく生徒


